
(57)【要約】

【課題】カチオン性樹脂組成物を含む排水を効率的に凝

集分離する処理方法を提供すること。

【解決手段】カチオン性樹脂組成物を含む排水の処理方

法であって、該排水に粘着性抑制剤を加えて混合した後

、さらに中和剤を加えて混合し、生じた凝集物と上澄水

とを分離する方法。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
カ チ オ ン 性 樹 脂 組 成 物 を 含 む 排 水 の 処 理 方 法 で あ っ て 、 該 排 水 に 粘 着 性 抑 制 剤 を 加 え て 混
合 し た 後 、 さ ら に 中 和 剤 を 加 え て 混 合 し 、 生 じ た 凝 集 物 と 上 澄 水 と を 分 離 す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
カ チ オ ン 電 着 塗 料 を 含 む 排 水 の 処 理 方 法 で あ っ て 、 該 排 水 に 粘 着 性 抑 制 剤 を 加 え て 混 合 し
た 後 、 さ ら に 中 和 剤 を 加 え て 混 合 し 、 生 じ た 凝 集 物 と 上 澄 水 と を 分 離 す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
中 和 剤 を 加 え て 混 合 し た 後 、 生 じ た 凝 集 物 と 上 澄 水 と を 分 離 す る 前 に 、 高 分 子 凝 集 助 剤 を
加 え て 混 合 す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
中 和 剤 と し て 、 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 、 水 酸 化 カ ル シ ウ ム 、 炭 酸 水 素 ナ ト リ
ウ ム 、 お よ び 酸 化 カ ル シ ウ ム か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る １ 種 ま た は そ れ 以 上 の 無 機 化 合 物
が 含 ま れ る 、 請 求 項 １ ～ ３ い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
粘 着 性 抑 制 剤 と し て 、 塩 化 鉄 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） 、 硫 酸 ア ル ミ ニ ウ ム 、 塩 化 ア ル ミ ニ ウ ム お よ び 硫
酸 鉄 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る １ 種 ま た は そ れ 以 上 の 無 機 化 合 物 が 含 ま れ る 、
請 求 項 １ ～ ４ い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
中 和 剤 と し て 炭 酸 ナ ト リ ウ ム が 含 ま れ る 、 請 求 項 １ ～ ５ い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
粘 着 性 抑 制 剤 と し て 塩 化 鉄 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） が 含 ま れ る 、 請 求 項 １ ～ ６ い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
生 じ た 凝 集 物 と 上 澄 水 と を 濾 過 に よ り 分 離 す る 、 請 求 項 １ ～ ７ い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 カ チ オ ン 性 樹 脂 組 成 物 を 含 む 排 水 の 処 理 方 法 に 関 す る 。 更 に 詳 し く は 、 カ チ オ
ン 性 樹 脂 組 成 物 を 含 む 排 水 を 効 率 的 に 凝 集 分 離 す る 処 理 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
自 動 車 や 多 く の 金 属 製 品 に は 、 防 錆 性 や 外 観 を 良 く す る た め に 塗 装 が 施 さ れ て い る 。 そ の
場 合 、 プ ラ イ マ ー 塗 装 と し て 一 般 に カ チ オ ン 電 着 塗 装 が 施 さ れ て い る 。 こ の カ チ オ ン 電 着
塗 料 は 、 カ チ オ ン 性 樹 脂 組 成 物 を 含 む 水 性 型 塗 料 で あ り 、 防 錆 性 等 の 高 さ か ら 、 自 動 車 車
体 等 を 含 む 導 電 性 被 塗 物 の 下 塗 り 塗 装 方 法 と し て 汎 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
近 年 、 カ チ オ ン 電 着 塗 装 工 程 で は リ サ イ ク ル 技 術 が 進 み 、 ほ ぼ 完 全 な ク ロ ー ズ シ ス テ ム に
近 い 状 態 で 処 理 が な さ れ て い る 。 と は い え 、 塗 料 を 交 換 す る 場 合 や 実 験 的 な 塗 装 等 の 場 合
な ど に お い て 、 カ チ オ ン 電 着 塗 料 を 含 む 排 水 を 処 理 す る 必 要 が 少 な か ら ず 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
カ チ オ ン 性 樹 脂 組 成 物 を 含 む 排 水 の 処 理 で は 、 含 ま れ て い る 樹 脂 等 の 固 形 分 と 水 分 と を 分
離 す る 技 術 が 用 い ら れ る 。 こ の 技 術 で は 、 固 形 分 を 凝 集 ・ 沈 殿 さ せ た 後 、 濾 過 等 の 分 離 方
法 を 用 い て 分 離 す る の が 一 般 的 で あ る 。 こ の 分 離 方 法 は 通 常 、 中 和 剤 を 加 え て 樹 脂 等 を 不
溶 化 さ せ た 後 、 無 機 凝 集 剤 を 添 加 し て 粒 子 間 の 荷 電 を 中 和 し 凝 集 さ せ 、 次 い で 高 分 子 凝 集
助 剤 を 加 え て 大 き な 凝 集 物 を 形 成 さ せ る こ と に よ り 行 な わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
と こ ろ が 、 カ チ オ ン 性 樹 脂 組 成 物 を 含 む カ チ オ ン 電 着 塗 料 の 製 造 お よ び 塗 装 な ど に お け る
排 水 に つ い て 、 一 般 的 な 凝 集 沈 殿 処 理 を 行 な う と 、 粘 着 性 を 有 す る 凝 集 物 が 生 成 す る 。 生
成 し た 粘 着 性 の 凝 集 物 は 、 排 水 処 理 を 行 な う 各 槽 、 そ れ ら の 槽 を つ な ぐ 導 管 ま た は フ ィ ル
タ な ど に 付 着 し て し ま う 。 こ れ ら の 付 着 し た 凝 集 物 を 取 り 除 く の は 非 常 に 手 間 が か か り 、
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困 難 を 伴 う 。 ま た 、 生 じ た 凝 集 物 と 上 澄 水 と を 濾 過 に よ り 分 離 す る 場 合 、 粘 着 性 を 有 す る
凝 集 物 が 濾 紙 の 目 詰 ま り を 引 き 起 こ し て し ま い 、 濾 過 が 不 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
特 公 昭 ５ ３ － ２ ２ ７ ９ ３ 号 公 報 （ 特 許 文 献 １ ） に は 、 高 分 子 凝 集 助 剤 で 造 粒 し た ペ レ ッ ト
状 固 形 物 と 無 機 性 凝 集 剤 で 凝 集 し た 懸 濁 液 と を 混 和 さ せ る こ と に よ り 高 い 沈 降 性 が 得 ら れ
る 、 懸 濁 液 凝 集 沈 殿 処 理 方 法 が 記 載 さ れ て い る 。 ま た 特 公 平 ４ － ２ ３ １ ７ 号 公 報 （ 特 許 文
献 ２ ） に は 、 水 性 塗 料 廃 水 の 処 理 に お い て 、 無 機 凝 集 剤 を 使 用 す る 代 わ り に 、 カ チ オ ン 性
有 機 高 分 子 凝 集 剤 と ア ニ オ ン 性 有 機 高 分 子 凝 集 剤 と の 混 合 物 で 凝 集 分 離 さ せ 、 循 環 使 用 す
る 、 ス プ レ ー ブ ー ス 循 環 水 の 処 理 方 法 が 記 載 さ れ て い る 。 ま た 、 特 開 昭 ５ ７ － ５ ９ ９ ６ ３
号 公 報 （ 特 許 文 献 ３ ） に は 、 電 着 塗 料 、 と り わ け カ チ オ ン 電 着 塗 料 の 排 水 の 処 理 方 法 が 記
載 さ れ て い る が 、 こ の 発 明 は 排 水 を 膜 濾 過 装 置 で 濃 縮 し て 処 理 す る 方 法 で あ っ て 、 凝 集 剤
を 用 い て 処 理 す る 方 法 で は な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 公 昭 ５ ３ － ２ ２ ７ ９ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 公 平 ４ － ２ ３ １ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 昭 ５ ７ － ５ ９ ９ ６ ３ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 上 記 従 来 の 問 題 を 解 決 す る も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 カ チ オ ン 性 樹
脂 組 成 物 を 含 む 排 水 を 効 率 的 に 凝 集 分 離 す る 処 理 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 カ チ オ ン 性 樹 脂 組 成 物 を 含 む 排 水 の 処 理 方 法 で あ っ て 、 排 水 に 粘 着 性 抑 制 剤 を
加 え て 混 合 し た 後 、 さ ら に 中 和 剤 を 加 え て 混 合 し 、 生 じ た 凝 集 物 と 上 澄 水 と を 分 離 す る 方
法 を 提 供 す る も の で あ り 、 そ の こ と に よ り 上 記 目 的 が 達 成 さ れ る 。 カ チ オ ン 性 樹 脂 組 成 物
を 含 む 排 水 の 具 体 例 と し て 、 例 え ば カ チ オ ン 電 着 塗 料 を 含 む 排 水 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
中 和 剤 を 加 え て 混 合 し た 後 、 生 じ た 凝 集 物 と 上 澄 水 と を 分 離 す る 前 に 、 高 分 子 凝 集 助 剤 を
加 え て 混 合 し て 、 沈 降 速 度 を 速 め て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 中 和 剤 と し て 炭 酸 ナ ト リ ウ ム を 使 用 す る の が 好 ま し い 。 粘 着 性 抑 制 剤 と し て 、 塩 化
鉄 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） を 使 用 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 方 法 は 、 カ チ オ ン 性 樹 脂 組 成 物 を 含 む 排 水 に 粘 着 性 抑 制 剤 を 加 え て 混 合 し た 後 、
さ ら に 中 和 剤 を 加 え て 混 合 し 、 生 じ た 凝 集 物 と 上 澄 水 と を 分 離 す る こ と に よ る 、 排 水 を 処
理 す る 方 法 で あ る 。 必 要 に 応 じ て 、 中 和 剤 を 加 え て 混 合 し た 後 、 生 じ た 凝 集 物 と 上 澄 水 と
を 分 離 す る 前 に 、 高 分 子 凝 集 助 剤 を 加 え て 混 合 す る 工 程 を 加 え て も よ い 。 カ チ オ ン 性 樹 脂
組 成 物 を 含 む 排 水 の 具 体 例 と し て は 、 例 え ば カ チ オ ン 電 着 塗 料 を 含 む 排 水 を 挙 げ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
粘 着 性 抑 制 剤
本 発 明 に お け る 粘 着 性 抑 制 剤 は 、 一 般 的 な 凝 集 沈 殿 処 理 方 法 で は 無 機 凝 集 剤 と し て 使 用 さ
れ る 無 機 化 合 物 で あ る 。 一 般 的 な 処 理 プ ロ セ ス に お い て 、 無 機 凝 集 剤 は 、 中 和 等 に よ り 不
溶 化 さ れ た カ チ オ ン 性 樹 脂 組 成 物 な ど の 不 溶 物 を 凝 集 さ せ る こ と を 目 的 と し て 加 え ら れ る
。 中 和 剤 を 加 え た 後 に 無 機 凝 集 剤 を 加 え る こ と に よ り 、 不 溶 物 が 凝 集 し 、 凝 集 物 が 形 成 さ
れ る 。 無 機 凝 集 剤 は 無 機 金 属 塩 に よ り 構 成 さ れ 、 こ の 塩 が 水 溶 液 中 で 加 水 分 解 し 正 電 荷 の
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金 属 水 酸 化 物 の コ ロ イ ド と な り 、 そ れ に よ り 凝 集 作 用 が 生 じ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 方 法 で は 、 通 常 無 機 凝 集 剤 と し て 使 用 さ れ る 無 機 化 合 物 を 、 中 和 剤 を 加 え る 前 に
加 え る こ と に よ り 、 そ の 後 生 じ る 凝 集 物 の 粘 着 性 が 低 減 さ れ る と い っ た 驚 く べ き 効 果 を 得
る こ と が で き る 。 つ ま り 、 一 般 に 無 機 凝 集 剤 と し て 使 用 さ れ る 無 機 化 合 物 が 、 本 発 明 に お
い て は 粘 着 性 制 御 剤 と し て 作 用 す る 。 こ れ ら の 無 機 化 合 物 は 、 水 溶 液 中 で 加 水 分 解 し 金 属
酸 化 物 の コ ロ イ ド を 形 成 す る が 、 本 発 明 に お い て は 、 こ の 形 成 さ れ た コ ロ イ ド が 排 水 で あ
る 水 溶 液 中 に 含 ま れ る カ チ オ ン 性 樹 脂 組 成 物 の 表 面 を 覆 い 、 そ れ に よ り そ の 後 生 じ る 凝 集
物 の 粘 着 性 が 低 減 さ れ る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
使 用 で き る 粘 着 性 抑 制 剤 と し て 、 例 え ば 、 硫 酸 ア ル ミ ニ ウ ム 、 塩 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 塩 化 鉄
（ Ｉ Ｉ Ｉ ） ま た は 硫 酸 鉄 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） な ど が 含 ま れ る 。 こ の 中 で 硫 酸 ア ル ミ ニ ウ ム は 、 ３ 価
の ア ル ミ ニ ウ ム イ オ ン で あ る 多 価 陽 イ オ ン を 生 成 さ せ る た め 凝 集 さ せ る 能 力 が 高 く 、 無 機
凝 集 剤 と し て 使 用 さ れ る こ と が 多 い 。 し か し 環 境 保 護 の 点 に お い て は 、 硫 酸 ア ル ミ ニ ウ ム
は 変 異 原 性 が 陽 性 で あ る た め 好 ま し く な い 。 本 発 明 に お い て 、 粘 着 性 抑 制 剤 と し て 好 ま し
く は 塩 化 鉄 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） ま た は 硫 酸 鉄 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） を 、 特 に 好 ま し く は 塩 化 鉄 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） を 使
用 す る 。 こ れ ら の 粘 着 性 抑 制 剤 は 安 全 で あ り 、 か つ 安 価 で あ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
粘 着 性 抑 制 剤 は 、 カ チ オ ン 性 樹 脂 組 成 物 を 含 む 排 水 中 に そ の ま ま 直 接 加 え る こ と も で き る
が 、 予 め 水 溶 液 の 形 態 と し て 加 え る の が 好 ま し い 。 例 え ば 塩 化 鉄 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） を 使 用 す る 場
合 、 塩 化 鉄 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） の 溶 解 度 は 、 ０ ℃ の 水 １ ０ ０ ｇ に 対 し て ７ ４ ． ４ ｇ 、 １ ０ ０ ℃ の 水
１ ０ ０ ｇ に 対 し て ５ ３ ５ ． ８ ｇ で あ る た め 、 高 濃 度 の 水 溶 液 を 調 製 す る こ と が で き る 。 ま
た 、 硫 酸 鉄 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） は 、 通 常 水 和 物 の 形 態 か ま た は ４ ０ ％ 水 溶 液 と し て 市 販 さ れ て お り
、 こ の 市 販 さ れ て い る ４ ０ ％ 水 溶 液 を そ の ま ま 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
粘 着 性 抑 制 剤 は 、 カ チ オ ン 性 樹 脂 組 成 物 を 含 む 排 水 中 、 金 属 イ オ ン 濃 度 が ８ ０ ０ ～ ３ ０ ０
０ ｐ ｐ ｍ の 濃 度 と な る 量 で 加 え る 。 し か し 、 価 格 等 の 点 か ら 、 ８ ０ ０ ～ １ ５ ０ ０ ｐ ｐ ｍ の
濃 度 と な る 量 で 加 え る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
中 和 剤
中 和 剤 は 、 一 般 的 な 凝 集 沈 殿 処 理 の プ ロ セ ス に お い て 、 カ チ オ ン 樹 脂 組 成 物 な ど の 除 去 対
象 の 固 体 お よ び 溶 質 を 不 溶 化 さ せ る た め に 加 え ら れ る 。 カ チ オ ン 樹 脂 組 成 物 は 、 通 常 ア ル
カ リ 性 の 物 質 を 加 え る こ と に よ り 中 和 さ れ 、 不 溶 化 さ れ る 。 本 発 明 の 方 法 に お い て は 、 粘
着 性 抑 制 剤 を 加 え て 混 合 し た 後 に 中 和 剤 を 加 え て 混 合 す る こ と に よ り 、 粘 着 性 が 低 減 さ れ
た 凝 集 物 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
使 用 で き る 中 和 剤 と し て 、 例 え ば 、 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 、 水 酸 化 カ ル シ ウ
ム 、 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム ま た は 酸 化 カ ル シ ウ ム な ど の 無 機 化 合 物 な ど が 含 ま れ る 。 無 機 化
合 物 の 中 和 剤 と し て 強 塩 基 の 化 合 物 を 使 用 す る と 、 中 和 に 必 要 と さ れ る 無 機 化 合 物 の 量 が
少 量 で す む と い う 利 点 が あ る 。 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム は 強 塩 基 の 無 機 化 合 物 で あ る が 、 劇 物 で
あ り 労 働 安 全 衛 生 法 等 の 法 規 制 の 対 象 と な る た め 、 本 発 明 の 使 用 に 好 ま し く な い 。 本 発 明
に お い て 、 中 和 剤 と し て 炭 酸 ナ ト リ ウ ム を 使 用 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 発 明 の 方 法 の 利 点 の １ つ と し て 、 カ チ オ ン 性 樹 脂 組 成 物 を 含 む 排 水 に 中 和 剤 を 加 え て 混
合 す る 前 に 粘 着 性 抑 制 剤 で あ る 無 機 化 合 物 を 加 え る こ と に よ り 、 従 来 の 方 法 よ り 低 い ｐ Ｈ
で の 凝 集 物 の 生 成 が 可 能 と な る こ と が 挙 げ ら れ る 。 例 え ば 、 カ チ オ ン 性 樹 脂 組 成 物 と し て
カ チ オ ン 電 着 塗 料 を 含 む 排 水 を 従 来 の 方 法 に よ り 処 理 す る 場 合 は 、 中 和 段 階 で ｐ Ｈ が １ ０
以 上 と な る 量 の ア ル カ リ を 加 え る 必 要 が あ る が 、 本 発 明 の 方 法 で は 、 ｐ Ｈ ８ ． ２ 以 上 に し
た 時 点 で 凝 集 が 生 じ る こ と が 判 明 し た 。 こ れ に つ い て は 参 考 例 １ で 詳 し く 説 明 す る 。 凝 集
物 を 作 成 す る た め に 高 ア ル カ リ に す る 必 要 が な い た め 、 凝 集 物 と 上 澄 水 と を 分 離 さ せ た 後
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の 上 澄 水 の 最 終 中 和 が 容 易 と な る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
中 和 剤 は 、 そ の ま ま 、 カ チ オ ン 性 樹 脂 組 成 物 を 含 む 排 水 中 に 加 え る こ と も で き 、 ま た 予 め
水 溶 液 の 形 態 と し て 加 え る こ と も で き る 。 中 和 剤 は 、 カ チ オ ン 性 樹 脂 組 成 物 を 含 む 排 水 の
ｐ Ｈ が ８ ～ １ ０ 、 好 ま し く は ８ ． ５ ～ ９ ． ５ と な る 量 で 加 え る 。 上 記 範 囲 の ｐ Ｈ と す る こ
と に よ り 、 凝 集 物 と 上 澄 水 と の 分 離 作 業 、 お よ び 分 離 さ せ た 後 の 上 澄 水 の 最 終 中 和 が 容 易
と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
高 分 子 凝 集 助 剤
無 機 凝 集 剤 を 加 え る こ と に よ り 形 成 さ れ る 凝 集 物 は 、 そ の 大 き さ が 十 分 で な く そ の た め 沈
降 速 度 が 遅 い 場 合 も あ る 。 そ こ で 、 凝 集 物 を 形 成 さ せ た 後 、 必 要 に 応 じ て 高 分 子 凝 集 助 剤
を 加 え て 、 凝 集 物 を 凝 集 さ せ て そ の サ イ ズ を 大 き く さ せ 沈 降 速 度 を 速 め て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
高 分 子 凝 集 助 剤 は 、 一 般 に 、 天 然 有 機 高 分 子 タ イ プ と 合 成 有 機 高 分 子 タ イ プ と に 大 別 さ れ
る 。 天 然 有 機 高 分 子 タ イ プ の 高 分 子 凝 集 助 剤 と し て 、 例 え ば 、 ア ル ギ ン 酸 ナ ト リ ウ ム （ 海
藻 等 に 含 ま れ る ） 、 ア ラ ビ ア ゴ ム 、 ゼ ラ チ ン ま た は デ ン プ ン な ど を 含 む も の が 挙 げ ら れ る
。 合 成 有 機 高 分 子 タ イ プ の 高 分 子 凝 集 助 剤 と し て 、 例 え ば 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル や 、 ポ
リ ア ク リ ル ア ミ ド 系 、 ポ リ メ タ ク リ ル 酸 エ ス テ ル 系 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 エ ス テ ル 系 の も の な
ど が 挙 げ ら れ る 。 合 成 有 機 高 分 子 タ イ プ の 高 分 子 凝 集 助 剤 は 、 イ オ ン 性 に つ い て は 、 カ チ
オ ン 系 、 ア ニ オ ン 系 お よ び ノ ニ オ ン 系 に 分 類 す る こ と が で き る 。 ま た 、 分 子 内 に カ チ オ ン
お よ び ア ニ オ ン 両 方 の 官 能 基 を 含 む 両 性 の も の も あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
本 発 明 に お い て は 何 れ の 高 分 子 凝 集 助 剤 を 使 用 し て も よ い が 、 ポ リ ア ク リ ル ア ミ ド 系 な ど
の 高 分 子 凝 集 助 剤 を 使 用 す る の が 好 ま し い 。 使 用 に 好 ま し い 高 分 子 凝 集 助 剤 と し て 、 例 え
ば 大 日 本 イ ン キ 化 学 工 業 （ 株 ） 社 製 「 リ ュ ー フ ロ ッ ク Ａ － １ ０ １ 」 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
高 分 子 凝 集 助 剤 が 凝 集 を 助 長 す る 機 構 は 複 雑 で あ り 、 少 量 の 添 加 で は 凝 集 を 促 進 （ 増 感 作
用 ） す る が 、 多 量 の 添 加 で は 凝 集 を 抑 え 安 定 化 （ 保 護 作 用 ） す る こ と が あ る 。 こ れ は 凝 集
物 界 面 へ の 特 異 的 吸 着 に よ る と 考 え ら れ 、 少 量 の 添 加 は 荷 電 の 部 分 的 遮 へ い や 凝 集 物 間 の
橋 架 け と し て 働 く が 、 多 量 の 添 加 で は 凝 集 物 を 親 水 性 し て し ま う た め と 考 え ら れ る 。 高 分
子 凝 集 助 剤 は 、 必 要 に 応 じ て 、 カ チ オ ン 性 樹 脂 組 成 物 を 含 む 排 水 １ ０ ０ ０ ｍ ｌ に 対 し て １
０ ～ １ ０ ０ ０ ｍ ｇ 、 好 ま し く は １ ０ ～ １ ０ ０ ｍ ｇ を 加 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
排 水 の 処 理 方 法
本 発 明 の 一 実 施 例 を 、 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 処 理 方 法 を 例 示 説 明 す
る 該 略 図 で あ る 。 カ チ オ ン 性 樹 脂 組 成 物 を 含 む 排 水 は 、 排 水 供 給 管 １ ０ に よ っ て 粘 着 性 抑
制 剤 添 加 槽 ３ ０ に 流 入 さ れ る 。 粘 着 性 抑 制 剤 供 給 管 １ ２ か ら 、 粘 着 性 抑 制 剤 で あ る 塩 化 鉄
（ Ｉ Ｉ Ｉ ） ま た は 硫 酸 鉄 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） な ど が 加 え ら れ る 。 粘 着 性 抑 制 剤 添 加 槽 ３ ０ で 粘 着 性
抑 制 剤 を 加 え 、 撹 拌 ・ 混 和 し た 後 、 処 理 し た 排 水 を 、 導 管 ２ ２ を 通 し て 中 和 槽 ４ ０ に 導 く
。 中 和 槽 ４ ０ に お い て 、 中 和 剤 供 給 管 １ ４ か ら 中 和 剤 で あ る 炭 酸 ナ ト リ ウ ム な ど が 加 え ら
れ る 。 中 和 槽 ４ ０ で 中 和 剤 を 加 え 、 撹 拌 ・ 混 和 す る と 、 凝 集 物 が 生 成 す る 。 生 成 し た 凝 集
物 を 十 分 に 沈 殿 さ せ る た め に 、 中 和 し た 排 水 を 撹 拌 ・ 混 和 後 に 一 旦 静 置 さ せ て も よ い 。 中
和 さ れ た 排 水 は 、 必 要 に 応 じ て 、 高 分 子 凝 集 剤 添 加 槽 ５ ０ へ 、 導 管 ２ ２ を 通 し て 導 か れ る
。 中 和 に よ り 生 成 し た 凝 集 物 が 、 そ の 後 の 濾 過 等 の 処 理 が 容 易 と な る ほ ど に 成 長 し て い な
い 場 合 は 、 中 和 さ れ た 排 水 に 高 分 子 凝 集 助 剤 を 加 え る こ と に よ り 、 そ の 後 の 濾 過 等 の 処 理
を 容 易 に す る こ と が で き る 。 高 分 子 凝 集 助 剤 添 加 槽 ５ ０ に お い て 、 高 分 子 凝 集 助 剤 供 給 管
１ ６ か ら 高 分 子 凝 集 助 剤 が 加 え ら れ る 。 こ こ で は 、 中 和 に よ り 生 成 し た 凝 集 物 が 撹 拌 ・ 混
和 に よ り 拡 散 さ れ な い よ う 、 注 意 深 く 撹 拌 ・ 混 和 す る 必 要 が あ る 。 こ う し て 処 理 さ れ た 排
水 は 、 導 管 ２ ２ を 通 し て 沈 殿 槽 ６ ０ へ 移 さ れ る 。 そ の 後 、 沈 殿 し た 凝 集 物 を 濾 過 す る 、 集
め ら れ た 上 澄 水 を 必 要 に 応 じ て 最 終 中 和 す る 、 な ど の 処 理 が な さ れ る 。

10

20

30

40

50

(5) JP 2004-167455 A 2004.6.17



【 ０ ０ ２ ７ 】
本 発 明 の 方 法 は 、 カ チ オ ン 性 樹 脂 組 成 物 を 含 む 排 水 で あ っ て 、 排 水 中 の 不 揮 発 分 濃 度 ０ ．
２ ～ １ ． ０ 重 量 ％ 程 の 排 水 の 処 理 に 特 に 適 し て い る 。 し か し 、 本 発 明 の 方 法 の 対 象 が 上 記
不 揮 発 分 濃 度 の 排 水 に 限 定 さ れ な い こ と は 、 当 業 者 に は 明 ら か で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 方 法 に お い て 、 カ チ オ ン 性 樹 脂 組 成 物 を 含 む 排 水 に 中 和 剤 を 加 え て 混 合 す る 前 に
、 粘 着 性 抑 制 剤 で あ る 無 機 化 合 物 を 加 え る こ と に よ り 、 そ の 後 の 中 和 処 理 等 に お い て 生 じ
る 凝 集 物 の 粘 着 性 が 低 減 さ れ る 。 そ の た め 、 生 じ た 凝 集 物 と 上 澄 水 と を 濾 過 に よ り 分 離 す
る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 凝 集 物 が 、 導 管 、 中 和 槽 、 高 分 子 凝 集 助 剤 添 加 槽 、 沈 殿 槽 な
ど に 強 固 に 付 着 す る こ と は な い 。 こ れ に よ り 、 沈 殿 槽 に 導 い た 後 の 濾 過 作 業 、 お よ び 導 管
、 槽 な ど の 設 備 の 清 掃 作 業 が 容 易 と な る 。 さ ら に 本 発 明 の 方 法 で は 、 凝 集 物 を 作 成 す る た
め に 高 ア ル カ リ に す る 必 要 が な い た め 、 沈 殿 物 を 除 去 し た 後 の 上 澄 水 の 最 終 中 和 が 容 易 と
な る と い う 利 点 が あ る 。 本 発 明 の 方 法 に よ り 、 カ チ オ ン 性 樹 脂 組 成 物 を 含 む 排 水 を 、 簡 便
か つ 効 率 的 に 凝 集 分 離 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 実 施 例 】
以 下 に 参 考 例 、 実 施 例 お よ び 比 較 例 を 挙 げ て 本 発 明 を 更 に 詳 し く 説 明 す る 。 こ と わ り の な
い 限 り 各 例 中 の 「 部 」 は 「 重 量 部 」 を 表 し 、 「 ％ 」 は 「 重 量 ％ 」 を 表 す 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
参 考 例 １ 　 凝 集 物 を 生 成 さ せ る の に 必 要 と さ れ る 適 性 ｐ Ｈ
カ チ オ ン 性 樹 脂 組 成 物 と し て カ チ オ ン 電 着 塗 料 を 含 む 排 水 （ 排 水 中 の 不 揮 発 分 濃 度 ： 約 ０
． ５ 、 ｐ Ｈ ： 約 ５ ） に 、 粘 着 性 抑 制 剤 と し て 塩 化 鉄 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） を 、 排 水 中 鉄 イ オ ン が １ ５
０ ０ ｐ ｐ ｍ の 濃 度 と な る 量 で 加 え た 。 中 和 剤 と し て １ ０ ％ 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 を 用 い た
。 こ の 水 溶 液 を 、 鉄 イ オ ン を 含 む 排 水 に 、 緩 や か に 撹 拌 を し な が ら 少 量 づ つ 加 え た 。 ｐ Ｈ
８ ． ２ と な っ た 時 点 で 凝 集 物 が 生 成 し た 。 そ の 後 １ ０ ％ 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 を ｐ Ｈ １ ０
に な る ま で 加 え た が 、 凝 集 物 の 生 成 量 に 大 き な 変 化 は な か っ た 。 一 方 、 カ チ オ ン 電 着 塗 料
を 含 む 排 水 に 、 粘 着 性 抑 制 剤 で あ る 塩 化 鉄 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） を 加 え る こ と な く １ ０ ％ 炭 酸 ナ ト リ
ウ ム 水 溶 液 を 加 え た と こ ろ 、 ｐ Ｈ １ ０ に 達 し た 時 点 で は じ め て 凝 集 物 が 生 成 し た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
参 考 例 ２ 　 必 要 と さ れ る 粘 着 性 抑 制 剤 の 量
カ チ オ ン 性 樹 脂 組 成 物 と し て カ チ オ ン 電 着 塗 料 を 含 む 排 水 （ 排 水 中 の 不 揮 発 分 濃 度 ： 約 ０
． ５ 、 ｐ Ｈ ： 約 ５ ） に １ ０ ％ 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 を 加 え 、 ｐ Ｈ ９ に 調 整 し た 。 こ の 処 理
排 水 を ６ つ の ビ ー カ ー に 分 け 、 粘 着 性 抑 制 剤 で あ る 塩 化 鉄 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） を 、 排 水 中 の 鉄 イ オ
ン の 濃 度 が そ れ ぞ れ １ ５ ０ 、 ４ ５ ０ 、 １ ０ ５ ０ 、 １ ５ ０ ０ 、 ２ ２ ５ ０ ｐ ｐ ｍ の 濃 度 と な る
量 で 加 え 、 緩 や か に 撹 拌 し た 。 鉄 イ オ ン 濃 度 ４ ５ ０ ｐ ｐ ｍ 以 上 と な る 量 を 加 え た ビ ー カ ー
で は 上 澄 水 が 透 明 と な る 程 度 ま で 凝 集 物 が 生 成 し た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
実 施 例
カ チ オ ン 性 樹 脂 組 成 物 と し て カ チ オ ン 電 着 塗 料 を 含 む 排 水 （ 排 水 中 の 不 揮 発 分 濃 度 ： 約 ０
． ５ 、 ｐ Ｈ ： 約 ５ ） ２ ５ ０ ｍ ｌ を ガ ラ ス ビ ー カ ー に 入 れ 、 こ れ を 撹 拌 し な が ら ３ ９ ％ 塩 化
鉄 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） 水 溶 液 　 １ ｍ ｌ を 加 え 、 排 水 中 に 含 ま れ る 鉄 イ オ ン の 濃 度 を １ ５ ０ ０ ｐ ｐ ｍ
と し た 。 さ ら に １ 分 間 撹 拌 し た 。 そ の 後 、 １ ０ ％ 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 　 １ ５ ｍ ｌ を 加 え
て 中 和 し 、 ｐ Ｈ ９ と し た 。 さ ら に １ 分 間 撹 拌 し た 後 、 一 旦 静 置 さ せ 、 生 成 し た 凝 集 物 を 沈
殿 さ せ た 。 沈 降 性 は 良 好 で 、 上 澄 水 は 透 明 で あ っ た 。 沈 殿 し た 凝 集 物 を 指 触 に よ り 確 認 す
る と 、 凝 集 物 に 粘 着 性 は な く さ ら さ ら と し て い た 。 ま た 、 ガ ラ ス ビ ー カ ー に 凝 集 物 は 付 着
し て い な か っ た 。 処 理 し た 排 水 ２ ５ ０ ｍ ｌ を 、 濾 紙 （ Ｎ ｏ ． １ ） を 用 い て 濾 過 す る と 、 ５
分 間 で 濾 過 が 終 了 し た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
比 較 例
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カ チ オ ン 性 樹 脂 組 成 物 と し て カ チ オ ン 電 着 塗 料 を 含 む 排 水 （ 排 水 中 の 不 揮 発 分 濃 度 ： 約 ０
． ５ 、 ｐ Ｈ ： 約 ５ ） ２ ５ ０ ｍ ｌ を ガ ラ ス ビ ー カ ー に 入 れ 、 こ れ を 撹 拌 し な が ら １ ０ ％ 水 酸
化 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 　 ０ ． ５ ｍ ｌ を 加 え 、 ｐ Ｈ １ ０ と し た 。 さ ら に １ 分 間 撹 拌 し 、 次 い で
、 １ ０ ％ 硫 酸 ア ル ミ ニ ウ ム 水 溶 液 　 １ ２ ． ５ ｍ ｌ を 加 え 、 １ 分 間 撹 拌 し た 。 一 旦 静 置 さ せ
、 生 成 し た 凝 集 物 を 沈 殿 さ せ た 。 上 澄 水 は 白 濁 し て い た 。 沈 殿 し た 凝 集 物 を 指 触 に よ り 確
認 す る と 、 凝 集 物 に 粘 着 性 が あ っ た 。 ま た 、 ガ ラ ス ビ ー カ ー に 凝 集 物 の 一 部 が 付 着 し て い
た 。 処 理 し た 排 水 ２ ５ ０ ｍ ｌ を 、 濾 紙 （ Ｎ ｏ ． １ ） を 用 い て 濾 過 す る と 、 濾 過 の 途 中 で 濾
紙 が 目 詰 ま り し 、 最 後 ま で 濾 過 す る こ と が で き な か っ た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
本 明 細 書 に お い て 、 カ チ オ ン 性 樹 脂 組 成 物 を 含 む 排 水 の 代 表 的 な 例 と し て 、 カ チ オ ン 電 着
塗 料 の 製 造 お よ び 塗 装 な ど に お け る 排 水 を 挙 げ て い る が 、 本 発 明 は 、 本 発 明 の 主 要 な 特 徴
か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 他 の い ろ い ろ な 形 態 で 実 施 す る こ と が で き る 。 本 明 細 書 に 記 載 の
実 施 例 は あ ら ゆ る 点 で 単 な る 例 示 に す ぎ ず 、 限 定 的 に 解 釈 し て は な ら な い 。 例 え ば 、 本 発
明 の 方 法 は 、 カ チ オ ン 電 着 塗 料 以 外 の 、 カ チ オ ン に 帯 電 し た エ マ ル シ ョ ン を 含 む 排 水 に も
使 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 処 理 方 法 を 例 示 説 明 す る 該 略 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ … 排 水 供 給 管 、 １ ２ … 粘 着 性 抑 制 剤 供 給 管 、 １ ４ … 中 和 剤 供 給 管 、 １ ６ … 高 分 子 凝 集
助 剤 供 給 管 、 １ ８ … 撹 拌 用 電 動 機 、 ２ ０ … 撹 拌 翼 、 ２ ２ … 導 管 、 ３ ０ … 粘 着 性 抑 制 剤 添 加
槽 、 ４ ０ … 中 和 槽 、 ５ ０ … 高 分 子 凝 集 助 剤 添 加 槽 、 ６ ０ … 沈 殿 槽 。

10

20

【 図 １ 】

(7) JP 2004-167455 A 2004.6.17



フロントページの続き

(72)発明者  山崎　建志
            大阪府寝屋川市池田中町１９番１７号　日本ペイント株式会社内
(72)発明者  高柳　佳子
            大阪府寝屋川市池田中町１９番１７号　日本ペイント株式会社内
Ｆターム(参考) 4D015 BA19  BA21  BB01  BB05  CA08  DA03  DA05  DA13  DA39  DB03 
　　　　 　　        DB14  DB33  DC06  DC07  DC08  EA35 

(8) JP 2004-167455 A 2004.6.17


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

